
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と

同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

荒

山

正

彦

は

じ

め

に

近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資
料
の
復
刻
が
、
近
年
数
多
く
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
の
出
版
社
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
スE

dition
Synapse

か
ら
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、M

odern
T

ourism
L

ibrary
Series

と
し
て
、A

n
O

fficial

G
uide

to
E

astern
A

sia

（『
東
亜
英
文
旅
行
案
内
』）、C

yclopaedia
of

M
odern

T
ravel

（『
一
九
世
紀
世
界
旅
行
百
科
』）、T

he
E

m
ergence

of
the

W
orld

T
our

:
A

C
ollection

of
E

arly
T

ravel
G

uides
and

H
andbooks

（『
世
界
周
遊
旅
行
の
始
ま
り：

英
文
旅
行
ガ
イ
ド
・
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
復
刻
集
成
』）、T

he
B

oy
T

ravellers
in

the
F

ar
E

ast
（『
ア
メ
リ
カ
少
年
の
旅
し
た
一
九
世
紀
の
日
本
・
中
国
・
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
』）
と
い
う
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
四
つ
の
文
献
資
料
が
復
刻
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
に
は
、
本
稿
で
と
り

あ
げ
る
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
全
七
巻
＋
世
界
地
図
（
明
治
一
八
年
・
一
八
八
五
〜
明
治
二
〇
年
・
一
八
八
七
）
が
、
シ
リ
ー

（
�
）

ズ
五
番
目
の
企
画
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。

ま
ず
は
復
刻
の
形
式
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
は
、
明
治
一
八
（
一

四
七



八
八
五
）
年
か
ら
翌
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
全
七
巻
か
ら
な
る
本
編
と
、
付
録
と
し
て
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
発
行
さ
れ
た
一
枚
も
の
の
世
界
地
図
「
世
界
旅
行

萬
國
全
地
圖
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
編
は
Ａ
６
判
の
洋
装
本
で
あ

り
、
ま
た
添
付
さ
れ
た
地
図
は
六
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
Ａ
２
判
よ
り
も
わ
ず
か
に
大
き
い
。
こ
の
た
び
の
復

刻
に
あ
た
っ
て
は
、
本
編
は
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
拡
大
さ
れ
、
Ｂ
６
判
サ
イ
ズ
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
や
や
小
さ
く
て
読
み

取
り
に
く
か
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
字
と
図
版
は
ず
い
ぶ
ん
読
み
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
一
枚
も
の
の
世
界
地
図
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ

（
�
）

イ
ズ
の
ま
ま
で
復
刻
さ
れ
た
。
全
七
巻
の
本
編
は
内
容
の
順
番
は
そ
の
ま
ま
で
全
四
巻
に
合
本
さ
れ
、
世
界
地
図
は
復
刻
第
四
巻
の
巻
末

に
添
付
さ
れ
た
。

原
本
と
な
る
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
全
七
巻
と
地
図
を
揃
っ
て
所
蔵
す
る
図
書
館
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
ま

（
�
）

で
同
書
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
も
管
見
の
限
り
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
回
の
復
刻
が
同
書
を
研
究
資
料
と
し
て

活
用
す
る
ひ
と
つ
の
画
期
と
と
ら
え
、
以
下
の
各
点
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
す
な
わ
ち
本
稿
の

目
的
は
、（
一
）
同
書
の
概
要
を
整
理
す
る
こ
と
、（
二
）
同
書
の
刊
行
時
で
あ
る
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
世
界
周
遊
旅
行
や
世
界
一
周

旅
行
の
系
譜
の
な
か
に
同
書
を
位
置
づ
け
る
こ
と
、（
三
）
同
書
出
版
元
の
青
木
嵩
山
堂
と
そ
の
創
業
者
青
木
恒
三
郎
に
つ
い
て
記
す
こ

と
、
そ
し
て
（
四
）
同
書
出
版
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

一
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
概
要

（
�
）

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
は
、
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
世
界
旅
行
の
「
名
所
図
会
」
で
あ
る
。「
名
所
図
会
」
と
は
近
世
以
降
に

発
達
し
た
旅
行
案
内
の
形
式
で
、
日
本
各
地
の
名
所
・
寺
社
・
旧
跡
・
景
勝
地
の
由
来
な
ど
を
記
し
た
冊
子
本
で
あ
る
。
文
字
に
よ
る
情

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

四
八



報
に
加
え
て
挿
絵
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
近
世
に
お
け
る
旅
の
大
衆
化
と
名
所
図
会
の
普
及
に
は
強
い
結
び
つ
き
が
あ

っ
た
。
も
っ
と
も
初
期
の
名
所
図
会
は
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
秋
里
籬
島
著
・
竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
『
江
戸
名
所
図
会
』
や
『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
が
各
地
で
刊
行
さ
れ
た
。
名
所
図
会
に
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の

地
域
を
描
い
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
よ
う
に
京
都
か
ら
江
戸
に
至
る
東
海
道
に
沿
っ
て
、
各
地
の
名
所
・

寺
社
・
祭
礼
・
名
物
名
産
・
景
勝
地
が
描
か
れ
、
東
海
道
と
い
う
ル
ー
ト
に
沿
う
旅
行
案
内
書
と
し
て
作
製
さ
れ
利
用
さ
れ
た
も
の
も
あ

（
�
）

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
「
名
所
図
会
」
と
い
う
手
法
は
新
し
い
明
治
の
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
萬
國
名
所
圖

繪
』
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
合
計
八
〇
〇
枚
を
超
え
る
銅
版
挿
絵
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
名
所
図
会
」
の
系
譜
を
引
く
旅
行
案
内
書
で

あ
る
と
言
え
る
。

さ
て
、
同
書
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、「
此
書
は
数
多
き
引
用
書
籍
を
繙
き
つ
或
は
近
頃
世
界
中
周
遊
し
た
る
友

に
就
き
そ
の
実
際
の
景
状
を
親
し
く
聞
て
（
中
略
）
恰
も
世
界
旅
行
者
の
日
記
の
如
く
」
書
き
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
世

界
各
地
の
「
風
俗
や
人
情
政
治
宗
教
や
学
術
技
藝
物
産
や
名
所
古
跡
（
中
略
）
順
路
の
里
程
船
賃
や
汽
車
賃
等
に
至
る
ま
で
」
の
概
略
が

（
�
）

記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
書
は
実
際
の
世
界
旅
行
の
経
験
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
い
く
つ

か
の
書
物
を
編
輯
し
た
り
、
世
界
旅
行
を
経
験
し
た
知
人
か
ら
の
伝
聞
に
よ
っ
て
編
集
・
作
製
さ
れ
て
い
る
。

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
で
描
か
れ
る
「
世
界
旅
行
」
と
は
、
こ
れ
も
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
旅
行
の
起
点
と
な
る
東
京
を
出
発
し
、
横
浜

港
か
ら
太
平
洋
航
路
を
利
用
し
て
ハ
ワ
イ
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
わ
た
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
は
大
陸
横
断
鉄
道
を
利
用
し
て
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
を
横
断
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
至
り
、
さ
ら
に
大
西
洋
を
航
海
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
の
各
地
を
巡
り
、
ア
ジ
ア

か
ら
長
崎
・
瀬
戸
内
海
・
神
戸
を
経
て
、
同
書
出
版
元
の
大
阪
（
青
木
嵩
山
堂
）
へ
帰
着
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本

か
ら
東
回
り
に
世
界
を
一
周
す
る
行
程
に
沿
っ
て
こ
の
世
界
旅
行
案
内
書
は
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

四
九



同
書
は
こ
の
旅
程
に
沿
っ
て
第
一
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
順
に
刊
行
さ
れ
た
。
表
１
は
第
一
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
年

月
、
各
巻
の
ペ
ー
ジ
数
、
挿
絵
枚
数
、
そ
し
て
旅
行
案
内
の
対
象
地
域
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
出
版
年
月
を
み
る
と
、
第
六

巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
刊
行
に
五
か
月
間
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
は
二
〜
三
か
月
に
一
巻
ず
つ
が
定

期
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
た
い
へ
ん
順
調
に
全
七
巻
が
完
結
し
た
よ
う
に
み
え

る
が
、
当
初
の
出
版
計
画
と
最
終
的
な
出
版
形
態
に
は
若
干
違
い
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

第
一
巻
に
記
さ
れ
た
当
初
の
出
版
計
画
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
五
月
に
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
隔
月
の

刊
行
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
（
第
一
巻
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
第
二
巻
〜
第
四
巻
）、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
（
第
五
巻
）
を
対
象
と
し
た
全
五

巻
で
完
結
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
隔
月
で
の
刊
行
と
は
な
ら
ず
、
第
四
巻
発
行
時
に
全
五
巻
完
結
の
予
定
が
全
七
巻

で
完
結
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
と
記
さ
れ
た
。
全
体
の
ペ
ー
ジ
数
は
拡
大
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
第
五
巻
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
と

ア
ジ
ア
の
旅
行
案
内
を
網
羅
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
第
五
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
三
巻
分
を
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ

ア
、
そ
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
の
旅
行
案
内
に
費
や
し
て
い
る
。
ま
た
表
１
に
記
し
た
各
巻
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
を
み
る
と
、
第
一
巻
と
第
二
巻

が
そ
れ
ぞ
れ
が
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
満
た
な
い
の
に
対
し
て
、
第
三
巻
以
降
は
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
、
そ
し
て
巻
を
重
ね
る
ご
と
に
ペ
ー

ジ
数
は
増
え
、
第
七
巻
は
第
一
巻
の
二
・
五
倍
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
案
内
は
当

初
に
予
定
さ
れ
て
い
た
分
量
・
ペ
ー
ジ
数
に
し
た
が
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
旅
行
案
内
は
当
初
の
予
定
か
ら

か
な
り
大
幅
な
増
加
が
あ
り
刊
行
さ
れ
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
挿
絵
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
前
述
の
よ
う
に
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
は
、「
名
所
図
会
」
と
い
う
伝
統
的
な
地
誌
の
手
法
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
文
章
に
加
え
て
豊
富
な
銅
版
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
図
１
は
第
一
巻
四
二
ペ
ー
ジ
の
本
文
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
の
挿
絵
、
図
２
は
第
三
巻
一
一
ペ
ー
ジ
の
本
文
と
パ
リ
・
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
挿
絵
で
あ
る
。

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
〇



表 1 『世界旅行 萬國名所圖繪』の巻別構成

旅行案内の対象地域

日本（東京・横浜）、サンドイッチ諸島（ハワイ）、北ア
メリカ（サンフランシスコ・大陸横断鉄道・ニューヨー
ク・ワシントン・ナイアガラの滝ほか）

イギリス（リバプール・ロンドン・マンチェスター・ハ
イランドほか）、アイルランド、スペイン、ポルトガル、
ジブラルタル、フランス（リヨン・マルセイユ）

フランス（パリ）、ベルギー（ブリュッセルほか）、オラ
ンダ（ハーグ・アムステルダムほか）、ドイツ（ケルン
・ハンブルク・ミュンヘンほか）、デンマーク、グリー
ンランド

北極海、スウェーデン、ノルウェー、ロシア（サンクト
ペテルブルク・モスクワ）、トルコ、ギリシア、イタリ
ア（ローマ・ポンペイ・フィレンツェほか）、オースト
リア、スイス

エジプト、スエズ運河、ソマリア、ヴィクトリアの滝、
マダガスカル、南アフリカケープコロニー、ギニア、セ
ネガル、サハラ砂漠、モロッコ、トリポリ、オセアニ
ア、オーストラリア、小笠原諸島

エーゲ海、エルサレム、ヨルダン、バグダッド、メッ
カ、ペルシア、イスファハン、アフガニスタン、カブー
ル、ベンガル、ボンベイ、マドラス、カルカッタ、ベナ
レス、デリー、ラホール、カシミール、ラダック、ラサ

ビルマ、マレー半島、シンガポール、バンコク、アユタ
ヤ、ラオス、カンボジア、広東、香港、厦門、台湾、杭
州、上海、天津、北京、南京、朝鮮、京城、長崎、瀬戸
内海、神戸、大阪

挿絵

93

88

101

135

138

131

145

頁数

88

92

110

154

177

181

224

出版年月

明治18年
5月

明治18年
8月

明治18年
10月

明治19年
1月

明治19年
4月

明治19年
7月

明治19年
12月

第
一
巻

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
一



『
萬
國
名
所
圖
繪
』
で
は
、
全
七
巻
に
わ
た
っ
て
こ
う
し
た

銅
版
挿
絵
が
数
多
く
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
表
１
に
お
け
る
各

巻
の
ペ
ー
ジ
数
と
挿
絵
枚
数
を
見
比
べ
る
と
、
挿
入
さ
れ
て

い
る
銅
版
画
は
一
ペ
ー
ジ
か
ら
一
・
五
ペ
ー
ジ
に
つ
き
約
一

枚
の
割
合
で
あ
る
。
こ
の
豊
富
な
挿
絵
の
存
在
が
、
同
書
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
表
１
に
列
記
し
た
「
旅
行
案
内
の
対
象
地
域
」

を
み
て
お
き
た
い
。
お
よ
そ
、
第
一
巻
は
北
ア
メ
リ
カ
、
第

二
巻
か
ら
第
四
巻
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
第
五
巻
は
ア
フ
リ
カ
・

オ
セ
ア
ニ
ア
、
第
六
巻
は
西
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て

第
七
巻
が
東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
南
ア
メ
リ
カ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
全
体
的
な
地
域
バ

ラ
ン
ス
は
整
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の

巻
別
構
成
に
お
い
て
合
計
三
巻
で
描
か
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

構
成
に
は
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
記

述
が
第
二
巻
（
リ
ヨ
ン
と
マ
ル
セ
イ
ユ
）
と
第
三
巻
（
パ

リ
）
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
北
欧
や
北
極
海
、
地
中

海
と
い
っ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
の
案
内
が
、
第
三
巻
と

図 2 コンコルド広場の挿絵を含む
第三巻 11ページ

図 1 ブロードウェイストリートの
挿絵を含む第一巻 42ページ
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第
四
巻
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国

家
の
領
域
や
地
域
区
分
に
は
必
ず
し
も
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
巻
別
構
成
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
本
稿
の
第
四
章
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
考

察
し
た
い
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
編
刊
行
後
に
出
版
さ
れ
た
地
図
「
萬
國

全
地
圖
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
図
３
は
こ

の
世
界
図
の
一
部
分
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
を
転
載
し
た
も
の

で
あ
る
。「
萬
國
全
地
圖
」
は
本
初
子
午
線
を
中
心
と
し

て
描
か
れ
た
世
界
図
で
、
平
行
す
る
等
間
隔
の
経
線
と
、

や
は
り
平
行
し
高
緯
度
地
方
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
間
隔

が
広
が
る
緯
線
を
軸
に
し
た
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
っ
て

作
製
さ
れ
て
い
る
。
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
世
界
図
そ

の
も
の
は
一
六
世
紀
に
す
で
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
日
本

に
お
い
て
は
近
世
末
か
ら
作
製
さ
れ
、
本
図
は
文
久
元

（
�
）

（
一
八
六
一
）
年
に
作
製
さ
れ
た
佐
藤
政
養
「
新
刊
輿
地
全
図
」
の
系
譜
に
属
す
る
世
界
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
一
〇
年
代
に
お
い
て
す
で
に
日
本
語
に
よ
る
世
界
旅
行
の
案
内
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点

で
あ
る
。
そ
の
試
み
は
日
本
に
お
け
る
旅
行
の
歴
史
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
明
治
政
府
に
よ
る

図 3 「萬國全地圖」（部分）

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
三



い
わ
ゆ
る
欧
化
政
策
と
鹿
鳴
館
時
代
の
幕
開
け
を
機
に
、
外
国
へ
の
関
心
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
に
描
か
れ
た
世
界

旅
行
の
案
内
は
、
い
か
な
る
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
初
め
て
本
書
に
接
し
た
と
き
に
感
じ
た
の
は
、
た
と
え

ば
国
内
の
鉄
道
網
も
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
明
治
一
〇
年
代
と
い
う
時
期
に
す
で
に
、
日
本
語
で
世
界
旅
行
の
案
内
書
が
す
で

に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
驚
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、「
世
界
周
遊
旅
行
」
と
い
う
出
来
事
の
歴
史
的
な
系
譜
を
た
ど
り
、

同
書
刊
行
時
の
日
本
に
お
け
る
世
界
周
遊
旅
行
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二

世
界
周
遊
旅
行
の
系
譜

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ゼ
ラ
ン
が
五
隻
の
艦
隊
を
率
い
て
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
を
出
航
し
、
お
よ
そ
三
年
間
の
航
海
に
よ
っ
て
西

回
り
で
地
球
を
一
周
し
た
の
は
一
五
二
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ゼ
ラ
ン
自
身
は
航
海
の
途
中
で
命
を
落
と
す
が
、
こ
れ
が
歴
史
上
初

の
世
界
一
周
航
海
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
航
海
の
成
功
に
よ
っ
て
「
地
球
は
周
遊
可
能
で
あ
る
」
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
一
六
世
紀
以

降
世
界
一
周
の
航
海
は
幾
度
も
試
み
ら
れ
た
。
一
八
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
や
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
・
ペ
ル
ー
ズ
な
ど

に
よ
り
、
ま
た
一
九
世
紀
に
は
博
物
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
乗
せ
た
ビ
ー
グ
ル
号
な
ど
に
よ
り
世
界
の
周
遊
は
な
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
世
界
周
遊
は
「
発
見
」
や
「
探
険
」
そ
し
て
「
観
測
」
が
大
き
な
目
的
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
中
頃
に

は
、
あ
た
ら
し
く
つ
く
ら
れ
た
海
上
の
定
期
航
路
網
や
陸
上
の
鉄
道
網
を
利
用
し
、
旅
行
案
内
書
を
手
に
し
た
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
が
、

「
娯
楽
」
を
目
的
と
し
て
世
界
を
移
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
地
表
面
を
移
動
す
る
方
法
と
目
的
に
大
き
な
変
革
が
み
ら
れ
、
世
界
は
ツ
ー

（
�
）

リ
ズ
ム
の
対
象
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
に
お
き
た
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
革
を
具
体
的
に
み
る
と
、
た
と
え
ば
一
八
四
〇
年
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
大

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
四



陸
と
を
結
び
つ
け
る
大
西
洋
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
フ
リ
カ
南
端
を
経
由

し
て
南
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア
へ
向
か
う
定
期
航
路
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
東
ア
ジ
ア
を
結
び
つ
け
る
太
平
洋
の
定
期
航
路
が
開
設
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
海
上
の
定
期
航
路
網
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
地
表
面
を
移
動
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
一
八
六
九
年
に
は
ア
メ
リ

カ
大
陸
の
横
断
鉄
道
と
、
地
中
海
と
紅
海
と
を
結
び
つ
け
る
ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
し
、
陸
上
と
海
上
の
定
期
的
な
交
通
網
を
使
っ
て
世
界

を
一
周
す
る
移
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
い
、
世
界
一
周
旅
行
は
も
は
や
探
険
家
で
な
く
て
も
手
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
は
じ
ま
る
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
も
、
世
界
の
周
遊
旅
行
を
擬
似
的
に
体
験
し
う
る
空
間
が
用
意
さ
れ
た
。
一

八
五
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
と
そ
の
後
の
多
く
の
万
国
博
覧
会
で
は
、
主
会
場
に
世
界
各
地
か
ら
の
展
示
品
が
陳

列
さ
れ
、
世
界
の
多
様
性
を
体
験
す
る
場
が
娯
楽
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
一
八
六
七
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
で

の
巨
大
な
楕
円
形
の
主
会
場
や
、
一
八
七
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
で
の
円
筒
図
法
に
よ
る
世
界
地
図
を
模
し
た
主

（
�
）

会
場
な
ど
は
、
世
界
の
周
遊
旅
行
を
文
字
通
り
擬
似
的
に
体
験
で
き
る
空
間
で
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
物
理
的
に
世
界
を
一
周
す
る
移
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
と
、
世
界
周
遊
旅
行
の
擬
似
的
な
空
間
の

出
現
に
伴
い
、
世
界
一
周
旅
行
が
一
般
社
会
の
な
か
で
も
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
会
社
ト
マ
ス
・
ク
ッ

ク
社
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
横
断
鉄
道
開
通
と
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
を
う
け
て
、
世
界
一
周
の
団
体
旅
行
を
企
画
し
実
施
し
た
。
そ
れ

（
�
）

は
一
八
七
二
年
か
ら
翌
七
三
年
に
か
け
て
、
二
二
二
日
間
で
世
界
を
一
周
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
世
界
初
の
試
み
は

成
功
し
、
翌
年
以
降
に
も
世
界
一
周
の
団
体
旅
行
は
実
施
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
同
じ
一
八
七
二
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ

ル
ヌ
に
よ
る
新
聞
連
載
小
説
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
が
は
じ
ま
り
、
物
理
的
な
空
間
ば
か
り
で
は
な
く
、
小
説
の
空
間
に
お
い
て
も
、

世
界
一
周
旅
行
が
社
会
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
世
界
一
周
旅
行
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ

ア
ー
や
小
説
の
な
か
に
、
そ
し
て
万
国
博
覧
会
と
い
う
縮
図
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
世
界
一
周
旅
行
は
社
会
的
な
出
来
事
と
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し
て
す
で
に
生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
八
七
二
年
に
は
じ
ま
っ
た
「
世
界
一
周
旅
行
」
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
日
本
に
も
接
点
を
有
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
世
界
一
周
旅
行
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
い
う
形
で
主
催
者
の
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
本
人
と
一
部
の
旅
行

参
加
者
が
日
本
の
横
浜
に
寄
港
し
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
後
者
の
世
界
一
周
旅
行
の
小
説
は
、

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
か
ら
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
か
け
て
日
本
語
訳
の
刊
行
が
な
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
日
本
を
起
点
と
し
た
世
界
一
周
旅
行
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ

に
よ
る
世
界
一
周
旅
行
が
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
一
八
七
〇
年
代
初
頭
、
日
本
人
に
よ
る
世
界
一
周
旅
行
も
実
は
存
在
し
て
い

た
。
そ
れ
は
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
岩
倉
使
節
団
」
で
あ
っ
た
。

岩
倉
使
節
団
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
旧
暦
の
一
一
月
一
二
日
、
太
平
洋
航
路
を
最
初
に
開
設
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
メ
イ
ル
社
の
定
期
船
で
横
浜
港
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
目
指
し
て
出
発
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
は
大
陸
横
断
鉄

道
で
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
へ
至
り
、
大
西
洋
の
定
期
航
路
を
使
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
一
一
か
国
を
ま
わ
り
、
帰
路
は
地
中
海
か
ら
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
し
、
紅
海
、
イ
ン
ド
洋
を
経
て
、
東
回
り
で
世
界
を
一
周
し
、
出
発

か
ら
お
よ
そ
一
年
九
か
月
か
け
て
新
暦
の
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
九
月
一
三
日
に
日
本
へ
帰
着
し
た
。
岩
倉
使
節
団
の
世
界
一
周
旅
行

は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
横
断
鉄
道
や
ス
エ
ズ
運
河
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
同
時
代
に
最
も
相
応
し
い
周
遊
ル
ー
ト
を
採
用
し
て

い
る
と
言
え
る
。

こ
の
世
界
一
周
旅
行
団
に
は
、
の
ち
に
明
治
政
府
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
伊
藤
博
文
、
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
旅
行
の
目
的
そ
の
も
の
も
娯
楽
や
遊
覧
で
は
な
く
、
条
約
同
盟
国
を
歴
訪
し
条
約
改
正
の
予
備
交
渉
を
す
る
こ
と

や
、
欧
米
先
進
諸
国
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
岩
倉
使
節
団
の
記
録
は
、
豊
富
な
図
版
が
盛
り
込
ま
れ
、
久
米
邦
武
編
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『
米
欧
回
覧
実
記
』（
全
五
編
）
と
し
て
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
東
京
の
博
聞
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
日
本
人
に
よ
る

は
じ
め
て
の
世
界
一
周
旅
行
記
録
で
あ
り
、
世
界
一
周
旅
行
を
追
体
験
で
き
る
出
版
物
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
団
体
旅
行
や
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
小
説
に
よ
る
世
界
一
周
旅
行
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
、
日
本

人
に
よ
る
世
界
一
周
旅
行
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
旅
行
の
目
的
を
考
え
る
な
ら
ば
、
岩
倉
使
節
団
の
世
界
一
周
旅
行
と
ト

マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
団
体
旅
行
と
を
同
列
に
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
企
画
と
同
様
の
、
日
本
を
起
点
と
し
た

世
界
一
周
の
団
体
旅
行
の
実
現
に
は
こ
の
時
点
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
に
よ
る
企
画
と
同
様
の
日
本
初
の
世
界
一
周
団
体
旅
行
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
朝
日
新
聞
社
が
主
催

（
�
）

し
、
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
が
連
携
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
。
ま
た
世
界
一
周
旅
行
に
関
す
る
初
期
の
旅
行
記
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
み
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
五
つ
の
大
陸
を
旅
行
し
た
記
録
、
中
村
直
吉
『
五
大
州
探
検
記
』（
全
五
巻
、
博
文
館
）
が
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年

か
ら
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
、
自
転
車
に
よ
る
世
界
一
周
旅
行
の
記
録
、
中
村
春
吉
『
中
村
春
吉
自
転
車
世
界

無
銭
旅
行
』（
博
文
館
）
が
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
刊
行
は
、
岩
倉
使
節
団
の
記
録
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
刊
行
か
ら
七
年
後
と
い
う
時
期

に
あ
た
り
、
そ
の
意
味
で
は
日
本
に
お
け
る
世
界
一
周
旅
行
の
草
創
期
の
出
版
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
一
般

的
な
世
界
一
周
旅
行
の
は
じ
ま
り
を
明
治
四
〇
年
代
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
二
〇
年
以
上
も
先
行
す
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
現
実

的
な
世
界
一
周
旅
行
の
到
来
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
早
い
時
期
に
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
は
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
次
に
、
同
書
全
七
巻
を
刊
行
し
た
出
版
元
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
七



三

書
肆
・
青
木
嵩
山
堂
と
編
者
・
青
木
恒
三
郎

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
は
、
同
書
の
編
者
・
青
木
恒
三
郎
自
ら
が
明
治
一
〇
年
代
に
大
阪
府
下
（
後
の
南
区
安
堂
寺
橋
通
四
丁
目
）
に
開

す
う
ざ
ん
ど
う

業
し
た
青
木
嵩
山
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
青
木
嵩
山
堂
は
東
京
の
日
本
橋
通
一
丁
目
に
も
店
舗
を
持
ち
、
書
物
の
出
版
・
販
売
を
行
っ
た

明
治
期
を
代
表
す
る
書
肆
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
文
芸
書
や
政
治
経
済
の
書
籍
、
哲
学
や
宗
教
に
関
す
る
書
籍
の
出
版
や
、
中
国
・
上
海
か

ら
の
い
わ
ゆ
る
「
唐
本
」
の
輸
入
販
売
書
店
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
東
京
の
本
郷
で
開

（
�
）

業
し
、
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
最
大
の
出
版
社
へ
と
成
長
し
た
博
文
館
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
や
過
大
な
評
価
で

あ
ろ
う
。

青
木
嵩
山
堂
を
創
業
し
た
青
木
恒
三
郎
（
一
八
六
三
〜
一
九
二
六
）
は
、
大
阪
の
儒
医
で
薬
局
を
経
営
し
て
い
た
上
田
文
斎
の
三
男
で

あ
っ
た
。
父
の
文
斎
は
維
暁
と
も
号
し
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
内
國
旅
行

日
本
名
所
圖
繪
』
を
は
じ
め
青
木
嵩
山
堂
か
ら
刊
行

さ
れ
た
い
く
つ
か
の
旅
行
案
内
書
の
著
者
と
さ
れ
て
い
る
。
恒
三
郎
の
長
兄
に
は
洋
雑
貨
商
を
営
み
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
高
級
料
亭
「
白

水
」
を
経
営
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
写
真
家
で
も
あ
っ
た
野
々
村
藤
助
が
あ
り
、
ま
た
次
兄
の
上
田
貞
治
郎
は
大
阪
で
上
田
写
真
機
店
を
創

業
し
、
植
民
地
を
含
む
戦
前
期
の
日
本
を
撮
影
し
、
数
多
く
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
残
し
た
。
ま
た
恒
三
郎
の
弟
、
上
田
寅
之
助
（
上

田
竹
翁
）
は
、
写
真
技
術
に
関
す
る
数
多
く
の
著
作
を
残
し
た
戦
前
期
の
日
本
を
代
表
す
る
写
真
研
究
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
恒
三
郎

の
兄
弟
た
ち
は
近
代
日
本
写
真
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
お
り
、
恒
三
郎
は
風
景
を
切
り
取
る
写
真
と
い
う
技
術
と
非
常
に
近
い
と
こ

ろ
に
身
を
置
い
て
い
た
。

次
に
青
木
嵩
山
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
を
一
覧
し
て
お
き
た
い
。
同
書
肆
か
ら
は
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
刊
行
後
す
ぐ
に
、

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
八



上
田
維
暁
『
内
國
旅
行

日
本
名
所
圖
繪
』（
全
七
巻
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
〜
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
）
が
、『
萬
國
名
所

（
�
）

圖
繪
』
と
ほ
ぼ
同
じ
体
裁
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
装
丁
、
全
七
巻
と
い
う
巻
数
、
書
名
、
英
文
タ
イ
ト
ル
な
ど

で
あ
り
、『
日
本
名
所
圖
繪
』
は
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
姉
妹
編
と
し
て
企
画
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
萬
國
名
所
圖

繪
』
と
『
日
本
名
所
圖
繪
』
は
、
同
書
肆
に
お
け
る
ご
く
初
期
の
し
か
も
も
っ
と
も
規
模
の
大
き
な
旅
行
案
内
書
の
出
版
企
画
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

青
木
嵩
山
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
を
一
覧
す
る
と
、
先
の
二
つ
の
名
所
図
会
刊
行
後
の
明
治
二
〇
年
代
以
降
に
、
複
数
の
出

版
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
上
田
維
暁
『
東
京
名
所
独
案
内
』・『
伊
勢
参
宮
名
所
図
絵
│
東
海
道
鉄
道
名
所
案
内
│
』

（
い
ず
れ
も
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
）、

青
木
恒
三
郎
『
清
国
名
所
図
絵
│
内
地
旅
行
│
』・『
旅
客
必
携
支
那
内
地
案
内
』（
い
ず

れ
も
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
）、『
韓
国
案
内
』（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
）、
そ
し
て
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
に
合
わ

せ
て
刊
行
さ
れ
た
『
京
都
名
所
案
内
』（
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
）、
同
じ
く
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ

れ
た
『
大
阪
名
勝
│
附
・
鉄
道
名
勝
案
内
』（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
）
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
一
覧
か
ら
も
、『
萬

國
名
所
圖
繪
』
は
『
日
本
名
所
圖
繪
』
と
と
も
に
、
青
木
嵩
山
堂
に
と
っ
て
ご
く
初
期
の
、
し
か
も
同
書
肆
を
代
表
す
る
旅
行
案
内
書
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
の
類
似
性

本
稿
の
第
一
章
に
お
い
て
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
「
緒
言
」
か
ら
引
用
し
た
よ
う
に
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
記
述
に
は
「
数
多
き
引

用
書
籍
」
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
時
点
で
筆
者
が
確
認
で
き
て
い
る
「
引
用
書
籍
」
は
、
第
二
章
に
お
い
て
述
べ
た
岩
倉
使
節

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

五
九



団
の
記
録
『
米
欧
回
覧
実
記
』
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
刊
行
は
『
米

欧
回
覧
実
記
』
刊
行
の
お
よ
そ
七
年
後
で
あ
り
、
日
本
最
初
の
世
界
一
周
旅
行
と
も
い
え
る
岩

倉
使
節
団
の
記
録
が
さ
ま
ざ
ま
に
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
こ
で
は
両
者
の
①
編
別

構
成
と
巻
別
構
成
の
比
較
、
②
挿
絵
の
比
較
、
③
本
文
の
記
述
内
容
の
比
較
と
い
う
三
点
か
ら

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
と
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
い
と
考
え
る
。

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
巻
別
構
成
は
す
で
に
表
１
で
示
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
『
米
欧
回
覧

実
記
』
の
編
別
構
成
を
整
理
し
て
表
２
に
示
し
た
い
。『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
は
、「
岩
倉
使
節

団
が
回
覧
し
た
米
欧
一
二
か
国
と
、
当
初
予
定
し
て
い
た
が
回
覧
を
中
止
し
た
ス
ペ
イ
ン
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
両
国
の
略
記
等
を
含
め
た
報
告
書
が
『
米
欧
回
覧
実
記
』
全
一
〇
〇
巻
（
五
編
五

（
�
）

冊
）
な
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
編
構
成
で
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
『
米
欧
回
覧

実
記
』
は
日
付
が
明
記
さ
れ
た
旅
行
記
録
で
あ
り
、
岩
倉
使
節
団
の
行
程
に
沿
っ
て
編
成
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
表
２
か
ら
そ
の
行
程
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
岩
倉
使
節
団
は
ア
メ
リ
カ

か
ら
大
西
洋
を
越
え
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
越
え
て
フ
ラ
ン
ス
北
部
（
パ

リ
）
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
北
部
（
プ
ロ
シ
ア
）
を
ま
わ
り
、
ロ
シ
ア
、
北
欧

の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
そ
し
て
再
び
ド
イ
ツ
へ
南
下
し
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ス
イ
ス
を
通
過
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
に
南
下
し
、
地
中
海
と

ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
し
て
日
本
へ
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
米
欧
回
覧
実
記
』
は
岩
倉

使
節
団
の
旅
程
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
記
述
が
第
三
編
の
パ

表 2 『米欧回覧実記』の編別構成

挿絵

59

66

65

86

38

各編でとりあげられた地域

アメリカ

イギリス

フランス（パリ）、ベルギー、オランダ、プロシア

ロシア、デンマーク、スウェーデン、南北ゲルマン、イタリア、
オーストリア

スイス、フランス（リヨン・マルセイユ）、スペイン、ポルトガル

第一編

第二編

第三編

第四編

第五編

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

六
〇



リ
と
第
五
編
の
リ
ヨ
ン
・
マ
ル
セ
イ
ユ
に
分
か
れ
て
い
て
も
あ
る
意
味
で
は
不
自
然

で
は
な
い
。

さ
て
、
表
２
に
示
し
た
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
編
別
構
成
と
、
表
１
で
示
し
た

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
巻
別
構
成
を
比
較
し
て
み
る
と
両
者
は
た
い
へ
ん
に
よ
く
似

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
表
３
は

『
萬
國
名
所
圖
繪
』
全
七
巻
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
記
さ
れ
た

第
一
巻
か
ら
第
四
巻
ま
で
に
つ
い
て
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
の
対
応
関
係
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
表
３
に
よ
れ
ば
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
第
一
編
か
ら
第
三
編
は

そ
の
ま
ま
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
に
対
応
し
て
お
り
、『
米
欧

回
覧
実
記
』
の
第
四
編
は
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
第
三
巻
と
第
四
巻
に
分
割
さ
れ
、

同
様
に
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
第
五
編
は
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
第
二
巻
と
第
四
巻

に
分
割
さ
れ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
記
述
が
一
つ
の
巻
に
は
収
ま
ら

ず
二
つ
の
巻
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
リ
ヨ
ン
・
マ
ル
セ
イ
ユ
と
パ
リ
が

別
々
の
巻
や
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』
の
構
想
そ
の
も
の
が
『
米
欧
回
覧
実
記
』
を
参

考
に
し
て
組
み
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う

に
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』
が
当
初
は
隔
月
刊
行
に
よ
る
全
５
巻
構
成
と
し
て
予
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
が
全
五
編
構
成
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で

表 3 『萬國名所圖繪』と『米欧回覧実記』との構成比較

『萬國名所圖繪』

第一巻

第二巻

第三巻

第三巻

第四巻

第二巻

第四巻

『米欧回覧実記』各編でとりあげられた地域

アメリカ

イギリス

フランス（パリ）、ベルギー、オランダ、プロシア

デンマーク、南北ゲルマン

ロシア、スウェーデン、イタリア、オーストリア

フランス（リヨン・マルセイユ）、スペイン、ポ
ルトガル

スイス

『米欧回覧実記』

第一編

第二編

第三編

第四編

第五編

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き
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は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
銅
版
挿
絵
に
注
目
し
て
み
よ
う
。『
萬
國
名
所
圖
繪
』
全
七
巻
に
は
八
〇
〇
枚
を
超
え
る
銅
版
挿
絵
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘

し
た
が
（
表
１
）、『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
も
合
計
三
〇
〇
枚
を
超
え
る
銅
版
の
挿
絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
（
表
２
）。『
米
欧
回
覧
実
記
』

の
銅
版
挿
絵
は
、
使
節
団
が
現
地
で
購
入
し
た
写
生
画
を
模
し
た
り
、
な
か
に
は
銅
版
画
を
そ
の
ま
ま
復
刻
し
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
「
例
言
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
編
中
ニ
銅
版
図
ヲ
出
ス
、
無
慮
三
百

余
図
ニ
及
フ
、
皆
各
地
各
都
ノ
、
矚
目
ス
ヘ
キ
風
景
建
築
等
ニ
テ
、
文
明
諸
国
ノ
一
班
ヲ
国
人
ニ
観
覧
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
意
ニ
出
ツ
、

（
�
）

多
ク
ハ
回
歴
ノ
際
、
現
地
ニ
於
テ
購
ヒ
得
テ
帰
リ
シ
、
採
影
ヲ
模
シ
、
中
ニ
ハ
銅
版
図
ヲ
復
刻
セ
ル
モ
ア
リ
」。
す
な
わ
ち
『
米
欧
回
覧

実
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
同
版
挿
絵
の
多
く
は
、
現
地
で
作
製
さ
れ
た
画
像
の
複
製
で
あ
っ
た
。

（
�
）

図
４
と
図
５
は
『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
三
〇
〇
枚
以
上
に
の
ぼ
る
銅
版
挿
絵
の
う
ち
の
二
枚
で
あ
る
。
図
４
は
「
新
約
克

「
ブ
ロ
ー
ド
、
ウ
ェ
ー
」
ノ
繁
花
」
と
題
さ
れ
た
銅
版
画
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
新
約
克
）
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ス
ト
リ
ー

ト
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
４
を
前
掲
図
１
と
比
較
す
る
と
、
両
者
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
建

築
物
の
模
様
な
ど
の
細
か
い
部
分
に
注
目
す
る
と
、
図
４
の
ほ
う
が
図
１
よ
り
も
詳
細
で
、
両
者
の
関
係
は
図
４
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
図
１

が
そ
の
複
製
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
事
例
は
、
図
５
の
「
巴
黎
「
コ
ン
ゴ
ル
ト
」
苑
ノ
「
オ
ブ
リ
ス
キ
」
塔
」
と
前
掲
図

２
に
も
あ
て
は
ま
る
。
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
を
描
い
た
二
枚
の
銅
版
画
は
、
図
５
が
建
築
物
や
人
物
の
描
写
が
詳
細
で

あ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
そ
し
て
図
２
が
そ
の
複
製
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
に
掲
載
さ
れ
た
銅
版
挿
絵
の
一
部
は
、
岩
倉
使
節
団
の
記
録
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
銅
版
画
を
参
照

し
て
複
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
の
複
製
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
銅
版
画
を
数
え
あ
げ
る
と
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』

第
一
巻
に
掲
載
さ
れ
た
同
版
挿
絵
九
三
枚
の
う
ち
三
四
枚
が
『
米
欧
回
覧
実
記
』
か
ら
の
複
製
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
以
下
同
様
に
第
二

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

六
二



巻
で
は
八
八
枚
の
う
ち
の
三
四
枚
、
第
三
巻
で
は
一
〇
一
枚
の
う
ち
そ
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
五
七
枚
、
第
四
巻
で
は
一
三
五
枚
の
う
ち

の
三
五
枚
が
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
銅
版
画
か
ら
複
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
第

一
巻
か
ら
第
四
巻
に
掲
載
さ
れ
た
四
一
七
枚
の
銅
版
画
の
う
ち
一
六
〇
枚
（
お
よ
そ
四
割
）
が
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
か
ら
の
複
製
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

最
後
に
旅
行
案
内
の
本
文
に
み
ら
れ
る
両
者
の
類
似
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
図
２
と
図
５
で
と
り
あ
げ
た
フ
ラ
ン
ス
・

図 4 新約克「ブロード、ウェー」ノ繁花
『米欧回覧実記』より

図 5 巴黎「コンゴルト」苑ノ「オブリスキ」塔
『米欧回覧実記』より

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

六
三



パ
リ
の
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
と
オ
ベ
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』
と
『
米
欧
回
覧
実
記
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。『

萬
國
名
所
圖
繪
』：

「
コ
ン
コ
ル
ド
て
ふ
公
苑
は
凱
旋
門
の
正
中
よ
り
シ
ヤ
ン
セ
ル
ゼ
ー
て
ふ
廣
街
を
す
ぎ
、
衝
当
な
る
彼
の
チ

ュ
ロ
リ
ー
の
宮
殿
の
前
な
る
廣
地
を
占
め
、
苑
中
巨
大
の
石
盤
の
、
中
心
よ
り
水
を
噴
飛
し
、
且
石
造
の
大
像
は
、
盤
の
傍
に
建
立

（
�
）

す
、
又
此
苑
の
中
央
の
埃
及
國
よ
り
遷
し
た
る
、
オ
ブ
リ
ス
キ
て
ふ
塔
あ
り
て
、
高
さ
二
十
六
メ
ー
ト
ル
」

『
米
欧
回
覧
実
記
』：

「
凱
旋
門
ノ
正
中
ヨ
リ
、「
シ
ヤ
ン
ゼ
ル
ゼ
ー
」
ノ
広
衢
ヲ
ス
キ
、
其
衝
当
ニ
「
チ
ュ
ロ
リ
ー
」
宮
ア
リ
、
宮

門
ノ
前
ニ
、
又
一
場
ノ
広
区
開
ケ
ル
ヲ
、「
コ
ン
ゴ
ル
ト
」
ノ
苑
ト
云
ウ
、
巨
大
ナ
ル
石
磐
ヲ
オ
キ
、
水
ヲ
噴
跳
シ
、
石
雕
ノ
大
像

（
�
）

盤
ヲ
環
シ
テ
立
ツ
、
中
央
ニ
ハ
埃
及
国
ヨ
リ
遷
シ
タ
ル
「
オ
ブ
リ
ス
キ
」
塔
ヲ
建
タ
リ
、
塔
ノ
高
サ
二
十
六
「
メ
ー
ト
ル
」」

こ
こ
で
の
記
述
内
容
に
お
い
て
は
、
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
と
は
凱
旋
門
か
ら
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
す
ぎ
、
そ
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
チ

ュ
イ
ル
リ
ー
宮
の
前
庭
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
噴
水
や
石
像
が
あ
り
、
中
央
に
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
移
築
し
た
高
さ
二
六
メ
ー
ト

ル
の
オ
ベ
リ
ス
ク
が
聳
え
て
い
る
こ
と
が
、
全
く
同
じ
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
項
目
に
お
い
て
は
、

銅
版
挿
絵
の
み
で
は
な
く
、
文
字
に
よ
る
記
述
に
も
高
い
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
旅
行
案
内
本
文

の
類
似
性
は
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
全
編
を
通
じ
て
の
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
比
較
を
全
編
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
は
い
な
い
た

め
、
こ
こ
で
は
一
事
例
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
が
、『
萬
國
名
所
圖
繪
』
第
一
巻
か
ら
第
四
巻
に
い
た
る
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
記

述
に
お
い
て
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
が
主
要
な
「
引
用
書
籍
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き
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お

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
旅
行

萬

國
名
所
圖
繪
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
概
要
の
整
理
、
同
書
刊
行
時
の
世
界
周
遊
旅
行
と
同
書
の
関
係
性
、
出
版
元
の
青
木
嵩
山
堂
と
そ
の

創
業
者
青
木
恒
三
郎
、
そ
し
て
同
書
と
『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
き
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
『
萬
國
名
所
圖
繪
』

と
そ
の
姉
妹
編
『
日
本
名
所
圖
繪
』
と
が
、
近
世
の
旅
行
案
内
書
（
名
所
図
会
）
か
ら
近
代
の
旅
行
案
内
書
へ
と
移
り
変
わ
る
画
期
的
な

出
版
物
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
分
析
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
筆
者
は
そ
の
監
修
と
解
題
の
執
筆
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
本
稿
に
お
い
て
『
世
界

旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
を
と
り
あ
げ
る
理
由
で
も
あ
る
。
な
お
復
刻
版
は
、
青
木
恒
三
郎
編
輯
、
荒
山
正
彦
監
修
（
二
〇
一
二
）『
復
刻

版

世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪

全
七
冊

付
録

世
界
旅
行

萬
國
全
地
圖
』（
合
本
全
四
巻
）
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
ス
。

（
２
）
復
刻
版
は
、
第
一
巻
（
原
本
の
一
巻
と
二
巻
）、
第
二
巻
（
原
本
の
三
巻
と
四
巻
）、
第
三
巻
（
原
本
の
五
巻
と
六
巻
）、
第
四
巻
（
原
本
の

七
巻
）
と
し
て
合
本
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
た
と
え
ば
熊
田
司
（
二
〇
〇
四
）「
書
物
幻
影
│
青
木
嵩
山
堂
の
刊
本
│
」
大
阪
人
五
八
│
一
〇
（
四
六
〜
四
七
頁
）
を
は
じ
め
、
簡
易
な

紹
介
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

（
４
）
第
一
章
以
降
の
本
文
中
に
お
い
て
、
同
書
本
編
を
『
萬
國
名
所
圖
繪
』、
付
録
の
地
図
を
「
萬
國
全
地
圖
」
と
表
記
す
る
。

（
５
）
近
世
に
お
け
る
名
所
図
会
と
旅
行
に
つ
い
て
は
矢
守
一
彦
（
一
九
八
四
）『
古
地
図
と
風
景
』
筑
摩
書
房
（
三
四
三
頁
）
が
参
考
と
な
り
、

ま
た
『
都
名
所
図
会
』
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
書
物
と
し
て
本
渡
章
（
二
〇
〇
八
）『
京
都
名
所
む
か
し
案
内
│
絵
と
き
「
都
名
所
図

会
」
│
』
創
元
社
（
二
五
二
頁
）
が
あ
る
。

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き
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（
６
）
「
緒
言
」
か
ら
の
引
用
は
一
部
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
以
下
同
書
か
ら
の
引
用
も
同
様
。

（
７
）
近
世
末
に
日
本
で
作
製
さ
れ
た
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
世
界
図
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
教
室
・
京
都
大

学
総
合
博
物
館
編
（
二
〇
〇
七
）『
地
図
出
版
の
四
百
年
│
京
都
・
日
本
・
世
界
│
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
（
一
三
三
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
８
）
園
田
英
弘
（
二
〇
〇
三
）『
世
界
一
周
の
誕
生
│
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
起
源
│
』
文
藝
春
秋
、
二
二
一
頁
。

（
９
）
𠮷
田
光
邦
編
著
（
一
九
八
五
）『
図
説
万
国
博
覧
会
史
│
一
八
五
一
│
一
九
四
二
│
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
六
頁
。

（
１０
）
ピ
ア
ー
ズ
・
ブ
レ
ン
ド
ン
著
、
石
井
照
夫
訳
（
一
九
九
五
）『
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
物
語
│
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
始
者
│
』
中
央
公
論
社
、

六
〇
二
頁
。

（
１１
）
小
林
健
（
二
〇
〇
九
）『
日
本
初
の
海
外
観
光
旅
行
│
九
六
日
間
世
界
一
周
│
』
春
風
社
、
三
八
二
頁
。
ま
た
こ
の
団
体
旅
行
に
参
加
し
た

個
人
の
記
録
と
し
て
、
野
村
み
ち
（
二
〇
〇
九
）『
あ
る
明
治
女
性
の
世
界
一
周
日
記
│
日
本
初
の
海
外
団
体
旅
行
│
』
神
奈
川
新
聞
社
、

二
六
二
頁
。

（
１２
）
青
木
育
志
（
二
〇
一
〇
）「
青
木
嵩
山
堂
の
出
版
活
動
」、
吉
川
登
編
著
『
近
代
大
阪
の
出
版
』
創
元
社
、
六
九
〜
九
五
頁
。

（
１３
）
前
者
の
タ
イ
ト
ル
はIllustrated
G

uide
B

ook
for

T
ravellers

round
the

W
orld

、
後
者
の
タ
イ
ト
ル
はIllustrated

G
uide

B
ook

for

T
ravellers

around
Japan

で
あ
る
。

（
１４
）
田
中
彰
（
一
九
七
七
）「
解
説

岩
倉
使
節
団
と
『
米
欧
回
覧
実
記
』」
、
久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
米
欧
回
覧
実
記
（
一
）』
岩
波

書
店
、
三
九
三
〜
四
二
三
頁
。

（
１５
）
「
米
欧
回
覧
実
記
例
言
」、

久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
（
一
九
七
七
）『
米
欧
回
覧
実
記
（
一
）』
岩
波
書
店
、
九
〜
二
七
頁
。

（
１６
）
久
米
美
術
館
編
（
一
九
八
五
）『
特
命
全
権
大
使
『
米
欧
回
覧
実
記
』
銅
版
画
集
』
久
米
美
術
館
、
二
三
〇
頁
か
ら
転
載
し
た
。

（
１７
）
『
萬
國
名
所
圖
繪
』
第
三
巻
、
一
〇
〜
一
一
頁
。

（
１８
）
久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
（
一
九
七
九
）『
米
欧
回
覧
実
記
（
三
）』
岩
波
書
店
、
四
六
頁
。

『
世
界
旅
行

萬
國
名
所
圖
繪
』
の
復
刻
と
同
書
に
関
す
る
覚
え
書
き

六
六


